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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
脱
出
（
志
真
サ
イ
ド
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
８
７
８
Ｆ

【
作
者
名
】

　
神
童
サ
ー
ガ

【
あ
ら
す
じ
】

　
脱
出
の
志
真
ち
ゃ
ん
の
視
点
で
す
。
二
人
の
名
前
も
分
り
ま
す
。
ま
だ
両
思

い
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
志
真
ち
ゃ
ん
の
内
心
が
分
り
ま
す
。
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信
じ
た
く
な
い
。
私
の
幼
馴
染
み
が
、
私
を
庇
っ
て
撃
た
れ
た
。

　
あ
れ
か
ら
数
日
た
っ
た
の
に
、
目
を
覚
ま
す
気
配
は
無
い
。

　
私
は
、
事
件
の
日
を
思
い
出
し
て
た
。

　
二
つ
の
銃
声
が
し
た
途
端
に
、
ド
サ
ッ
と
私
に
何
か
が
乗
っ
か
っ
て
き
た
。

　
重
い
な
ぁ
と
場
違
い
な
事
を
考
え
て
い
た
け
ど
、
す
ぐ
に
消
え
た
。

「
・
・
・
う
そ
」

　
今
見
た
物
を
忘
れ
さ
せ
て
・
・
・
。

「
和
馬
！
！
」

　
真
綾
も
私
と
同
じ
く
し
て
る
。
ま
さ
か
、
空
陽
も
撃
た
れ
た
の
？

　
な
ん
で
、
そ
ん
な
酷
い
事
出
来
る
の
？
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「
カ
ズ
マ
・
・
・
」

「
ハ
ヅ
キ
・
・
・
泣
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」

　
泣
い
て
な
い
よ
。
こ
れ
は
、
ほ
ら
っ
心
の
汗
だ
よ
！
！
し
ょ
っ
ぱ
い
も
ん
！
！

「
ば
ー
か
・
・
・
目
か
ら
・
・
・
出
る
ん
で
す
か
？
・
・
・
」

　
喋
る
な
・
・
・
。
傷
が
酷
く
な
る
。

「
・
・
・
あ
っ
ち
も
・
・
・
言
っ
て
ま
す
よ
ね
？
」

　
な
に
を
・
・
・
？

　
真
綾
の
方
を
見
る
と
、
空
陽
が
真
綾
の
頬
を
触
っ
て
る
。

「
・
・
・
ハ
ァ
・
・
・
ハ
ァ
・
・
・
・
聞
け
・
・
・
」

　
い
つ
も
の
敬
語
じ
ゃ
な
い
。
余
裕
が
無
い
ん
だ
。

　
私
は
、
頷
く
し
か
出
来
な
か
っ
た
。

「
僕
は
・
・
・
・
葉
月
・
・
・
が
・
・
・
・
好
き
だ
」
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え
？
・
・
・
嘘
だ
。
あ
ん
な
に
苛
め
て
。
分
っ
た
、
ま
た
か
ら
か
っ
て
る
ん

で
し
ょ
？

「
葉
月
・
・
・
」

　
和
馬
が
何
か
言
お
う
と
し
た
ら
、
真
綾
が
動
い
た
。

　
銃
を
持
っ
て
ん
だ
よ
！
？
危
な
い
よ
！
！

　
真
綾
の
目
は
、
朦
朧
と
し
て
い
た
。

　
ま
ば
た
き
を
し
た
途
端
に
、
真
綾
は
消
え
た
。

　
そ
し
て
、
気
が
つ
い
た
時
に
は
、
男
は
倒
れ
て
い
た
。

　
真
綾
は
倒
れ
た
。
私
は
、
心
配
で
行
こ
う
と
し
た
け
ど
、
先
に
電
話
し
な
く

て
は
と
思
い
、
小
屋
を
出
た
。

「
あ
・
・
・
」

「
君
も
捕
ま
っ
て
た
の
？
」

　
女
の
子
が
い
た
。
私
達
と
同
じ
く
捕
ま
っ
て
た
ら
し
い
。
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「
携
帯
あ
る
？
私
の
落
と
し
ち
ゃ
っ
て
」

「
う
、
う
ん
」

　
私
は
、
携
帯
を
借
り
て
警
察
と
救
急
車
を
呼
ん
だ
。

　
数
分
後
に
来
た
。
私
は
案
内
し
た
。

　
空
陽
と
和
馬
は
、
救
急
車
に
運
ば
れ
た
。

　
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
真
綾
は
呆
然
と
し
て
た
。

「
タ
ク
シ
ー
も
呼
ん
だ
か
ら
病
院
行
こ
う
？
」

　
私
の
言
葉
に
、
返
事
す
ら
し
な
か
っ
た
。

　
た
ぶ
ん
、
耳
に
入
っ
て
な
い
ん
だ
ろ
う
。

　
真
綾
の
肩
を
支
え
て
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込
ん
だ
。

　
真
綾
に
、
話
を
聞
か
れ
た
。
あ
の
男
を
倒
し
た
出
来
事
を
・
・
・
。

　
正
直
、
あ
の
時
は
私
も
焦
っ
て
た
し
、
速
過
ぎ
て
見
え
な
か
っ
た
。

　
あ
の
屋
敷
に
い
た
の
は
数
名
だ
っ
た
ら
し
い
っ
て
言
っ
た
ら
・
・
・
。

「
あ
の
・
・
・
嘘
つ
き
め
」

「
う
ん
・
・
・
誰
も
怪
我
が
無
く
て
良
か
っ
た
ね
」

　
本
当
に
怪
我
人
が
、
二
人
だ
け
で
良
か
っ
た
。
救
急
隊
員
に
聞
い
た
ら
、
大

丈
夫
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
か
ら
良
か
っ
た
。
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「
あ
の
男
ね
・
・
・
精
神
異
常
者
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
・
・
・
自
分
は
神
だ
・
・
・

こ
の
世
界
を
救
う
の
は
自
分
だ
っ
て
・
・
・
」

「
そ
ん
な
言
葉
で
片
付
け
ら
れ
て
も
ね
」

　
う
ん
。
な
に
が
神
よ
・
・
・
。
心
に
負
っ
た
怪
我
は
癒
さ
れ
な
い
。

　
許
せ
な
い
。
和
馬
に
怪
我
を
負
わ
せ
た
事
に
・
・
・
。

　
い
つ
の
間
に
か
病
院
に
着
い
た
。

　
私
達
は
降
り
て
、
病
室
を
聞
い
て
行
っ
た
。

　
空
陽
の
病
室
は
、
隣
ら
し
い
。

　
私
は
、
ソ
ッ
と
部
屋
に
入
っ
た
。

　
左
腕
に
あ
る
銃
の
後
が
、
生
々
し
く
な
い
、
心
が
苦
し
い
。

　
何
を
言
っ
て
や
れ
ば
良
い
の
か
な
・
・
・
。

「
っ
・
・
・
和
馬
・
・
・
私
ね
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
小
さ
い
頃
か
ら
守
っ

て
貰
っ
た
よ
ね
・
・
・
・
高
い
木
に
登
っ
て
降
り
れ
な
く
な
っ
た
時
も
・
・
・

犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た
時
も
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
そ
し
て
、
今
も
・
・
・
・

」　
涙
が
止
ま
ら
な
い
。
ポ
タ
ポ
タ
と
和
馬
の
手
に
落
ち
た
。

「
い
つ
も
・
・
・
・
こ
の
手
で
・
・
・
・
救
っ
て
く
れ
た
・
・
・
・
ド
ジ
な
私

も
・
・
・
」
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和
馬
の
手
を
私
の
頬
に
触
れ
さ
せ
る
。

　
ゾ
ク
ッ
と
す
る
ほ
ど
冷
た
い
手
に
、
涙
が
零
れ
た
。

「
好
き
よ
・
・
・
和
馬
・
・
・
・
・
意
地
っ
張
り
な
・
・
・
貴
方
も
・
・
・
・

頑
固
な
と
こ
ろ
も
・
・
・
・
い
じ
わ
る
な
と
こ
も
・
・
・
・
大
好
き
で
す
」

　
私
の
言
葉
に
和
馬
の
手
が
、
優
し
く
耳
に
触
れ
た
気
が
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

脱出(志真サイド)

2011年10月5日11時20分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n4878f/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n4878f/

